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※【基本構想（素案）抜粋】 

２．将来人口 

本市の人口は、近年、住宅の再開発を背景に増加し続けています。今後も、千里ニュー

タウンの建替えや新たな住宅建設により、当面の間は人口が増加する見込みですが、将来

的には人口が減少しはじめると予測されます。人口構造は、年少人口と生産年齢人口がい

ずれも減少している一方、老年人口は増加してきており、今後も少子高齢化が進展する見

込みです。また、高齢者の単独世帯についても、増加していくことが予測されます。 

本計画の目標年次である平成 39 年度（2027 年度）の人口は 38 万 7 千人と設定し

ます。 

 図表Ⅲ-１ 吹田市の人口の推移と将来人口の推計 

 

図表Ⅲ-２ 吹田市の将来世帯数の推計 

 

出典：平成 27年まで総務省統計局「国勢調査」より作成 

平成 32年以降は吹田市「吹田市第 4次総合計画策定に係る人口推計について（案）」より作成 
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